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当院ではかねてより電子カルテシステム、物流シ

ステム、医事システム等のデータを二次利用 した患

者別原価計算システムを構築
。活用 していたが、平

成 18年 6月 からのDPC導 入により、疾患別 (D
PC別 )に収支を把握することも可能 となった。ま

た厚生労働省へ提出しているE・ Fフ ァイル、様式

1等 といったDPC調 査データを利用 した、出来高
請求とDPC請 求との比較や他病院とのベンチマー

ク分析が可能なシステムの導入も行つたЭこのよう

に豊富なデータが揃っている環境下ではあるが、こ

れ らの分析や収支改善に向けての提案はコンサルテ

ィング会社に依存 している傾向が強かったことを鑑

み、平成 19年度より病院幹部や医師への助言・提

案を行える人材を育成するべく、院内にデータ分析

プロジェク トチームを立ち上げた。このプロジェク

トチームは、事務部の請求部門・診療情報管理部門・

企画部門から各 2名 の計 6名 で構成 され、コンサル

ティング会社の協力のもと出来高との収入比較
。在

院 日数 。医療資源の投入状況等に加え、患者別原価

計算データを用いた疾病ごとの収支分析手法の トレ

ーニングを受けている。現在ではこのメンバーが月

に 1度、各診療科の医師を集めて、プレゼンテーシ

ョン形式で各種データの分析結果の報告・提案を行

うまでになつたのでその取 り組みや実際について報

告する。今後においては、当プロジェク トメンバー

がここで培った分析手法等を関係事務職員に伝達 し、

全体のレベルアップを図 り、データに則った助言・

提案を事務職員 と各診療科の担当医師等が膝をつけ

合わせた距離で協議することができるよう発展させ

たいと考えている。
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【はじめに】当院は、地域医療支援病院、救急救

命センターなどの特殊機能をもつ病床数405床の急

性期総合病院で、2007年度の平均在院日数は8.6日

である。2006年4月 よりDPCが導入され、同時に院

内感染防lL対策委員会 (ICC)よ りICTが発足し活

動を開始した。抗菌薬を適正に使用することは、患

者さんにとつて有益であると同時に、病院にとつて

も経営上のメリットがあることはすでに矢口られてい

る。今回我々は DPC導入以前と導入後の出来高と

DPCの診療報IIIを比較検討した。【方法および結果】

抗菌薬の総使用量は徐々に減少し、DPC導入、ICT

発足後はより顕著になつていた。診療情報録からの

データでは術後抗菌薬投与日数の短縮が得られ、1

日あたりの使用本数の増加がみられた。これら予定

手術施行患者さんを対象に、病院経営サポー トシス

テム 「gttasd(ヒ ラソル )」 で、DPC導入後の診療

報酬を出来高で再計算し、DPCと の差額を比較した。

出来高は徐々に減少し、DPC導入前の仮想 DPCと

の差額3%か ら、本年1月 では5.4%と なつた。この

差額分が病院の収益となりうると考えられる。【考

案】ICTの発足によりPK/PD理論に基づいた適切

な抗菌薬使用が徐々に根付いていることが示唆され

た。DPCで は、適正な治療により医療の質を上げ

るのみならず、病院経営上のメリットにもつながる

ことを、予防的抗菌薬の適正使用による効果として

報告する。
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